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部材の有機汚染分析

概要

精密機器や真空装置、半導体製造装置においては、用いられる部材の汚染により製品の品質や装置
の安定稼働に悪影響を及ぼすことがあります。本事例では種類の異なる使い捨て手袋でガラス部材を
扱い、ガラス部材に付着した有機汚染を発生ガス濃縮装置を用いたGC/MS分析によって分析しました。
部材の汚染を評価することで、不具合の原因となる部材の特定や部材汚染の原因の除去、部材変更の
検討などに役立てることができます。

分析事例C0636 2020/12/22 2020/12/22 

TD-GC/MSにより部材に付着した微量の有機汚染を分析します

測定法 ：GC/MS
製品分野 ：製造装置・部品
分析目的 ：組成評価・同定

TEL ： 03-3749-2525     E-mail ： info@mst.or.jp
URL ： https://www.mst.or.jp/

分析サービスで、あなたの研究開発を強力サポート！
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炭化水素（C22 ~ C29）■測定結果 （300℃30min加熱）

手袋Aで触れた試料

手袋Bで触れた試料

手袋Cで触れた試料

■主な検出成分と換算定量値

ピーク 成分名 ヘキサデカン換算定量値

① 4-シアノ-1-シクロヘキセン 1.4  ng/g

② ペンタコサン (C25) 7.0  ng/g

③ N,N-ジブチルホルムアミド 3.6  ng/g

④ ステアロニトリル 0.79  ng/g

✔微量汚染成分の定性および換算定量による試料間比較が可能です
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